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1 ．恩給法関係
　総務省人事・恩給局は、恩給を支給するための必要経費
として、次の通り概算要求をした。

（注）　恩給受給者数（互助年金を含む）
　　　　　　　（25年度）　（26年度）（対前年度増減）
　　恩給受給者　631千人 → 565千人　　△ 66千人

2 ．厚生労働省関係（恩給に関連する遺族年金等を除く）
⑴　遺骨帰還等関係
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
　　　　15億4,000万円	  →	 14億8,300万円
　　（内､ 硫黄島遺骨帰還等事業　　７億1,100万円）
　　（内､ 遺骨帰還促進のための情報収集関連事業　
　　　　　　　　　　　　　　　　　２億3,400万円）
　　（内、旧ソ連地域の慰霊事業等　２億7,200万円）
《主な内容》
＊遺骨帰還等地域（13地域）
　①フィリピン、②東部ニューギニア、③ビスマーク・
ソロモン諸島、④インドネシア、⑤パラオ、⑥沖縄、
⑦硫黄島、⑧モンゴル、⑨ハバロフスク、⑩沿海、
⑪イルクーツク、⑫ザバイカル、⑬カザフスタン共
和国

＊海外未送還遺骨情報収集事業
＊慰霊巡拝（12地域）
　①フィリピン、②東部ニューギニア、③マリアナ諸
島、④トラック諸島、⑤マーシャル・ギルバート諸
島、⑥インド、⑦中国、⑧硫黄島、⑨ハバロフスク、
⑩沿海、⑪アムール、⑫カザフスタン共和国
＊慰霊碑の補修等（５カ所）
　　補修調査　①樺太、②モンゴル
　　補修工事　①ペリリュー島、②ウエワク、③ラバ
　　　　　　　　ウル
＊戦没者慰霊碑維持管理（15カ所）
＊遺骨の伝達等
＊戦没者遺骨に係るDNA鑑定
⑵　戦没者遺児による慰霊友好親善事業
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額

　　　　　２億8,300万円	  →	 ２億8,300万円
　　　（内　訳）
　　　　＊広域地域　	14地域 	→	 14地域
　　　　＊特定地域　３地域	 →	 ３地域
　　　　＊人　　員
　　　　　広域　	792人及び	  →	 広域792人及び
　　　　　特定地域　108人	  →	 特定地域108人
　　　　　内、民間建立慰霊碑等整理事業
	 1,100万円	  →	 1,100万円
⑶　昭和館の運営費
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ４億3,100万円	  →	 ５億100万円
⑷　全国戦没者追悼式挙行経費
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 １億3,500万円	  →	 １億3,500万円

（ 1県当たり国費参列者50人の2,350人）　　　

　◎恩給支給に必要な経費� （単位：百万円）

本年度予算額 概算要求額 比較増減
478,696 → 417,534 △ 61,161

　（4,175億3,400万円）

遺族処遇改善要望事項の完全実施を求め
11月16日に岡山県戦没者遺族代表者大会
　財務省は８月30日、平成26年度政府予算の各省庁からの概算要求を締め切った。各省庁から提出された一般
会計の概算要求額は、これまでで最大の99兆２千億円程度となる。安倍政権が成長戦略などによる経済再生・
デフレ脱却を掲げていることなどを追い風に、各省庁とも強気の増額要求が目立った。麻生財務大臣は「経済
成長と財政再建の双方を目的として、メリハリを付けた予算にするように努めたい」と述べている。年末の予
算決定まで予算確保を目指す各省庁と、無駄な予算の削りこみを図る財務省とのせめぎ合いが続くと予想され
る。
　遺族会においても、厳しい財政状況の中、年末の予算編成に向けて更なる陳情運動を展開しなければならな
いが、日本遺族会では予算編成期前の12月19日㈭に全国戦没者遺族大会を開催し国会陳情を行うことにしてお
り、本県においても11月16日㈯に岡山県戦没者遺族代表者大会を開催し、総理の靖國神社参拝実行と共に遺族
処遇改善要望事項の周知と完全実現を訴えることにしている。各支部においても、遺族会の要望事項が平成26
年度政府予算に完全計上されるよう、地元選出自民党国会議員に理解と協力を得る陳情をお願いする。概算要
求に計上されている遺族会関係項目は下表のとおり。



提出議題について意見交換する会議参加者
（９月12日：高知サンライズホテル）

参列者に挨拶する伊原木県知事
（10月５日：岡山県護國神社）
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中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
は
九
月
十
二
日
、
日
本
遺
族
会
か
ら
森
田
次
夫
、
増

矢
稔
両
副
会
長
、
畔
上
和
男
専
務
理
事
を
迎
え
、
平
成
二
十
五
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を

高
知
市
内
で
開
催
し
た
。

　
会
議
に
は
、
中
国
・
四
国
各
県
の
会
長
、
遺
児
代
表
、
女
性
部
長
、
事
務
局
長
ら
五

十
名
が
参
加
、
組
織
の
継
承
問
題
な
ど
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
た
。

組
織
の
継
承･

特
弔
継
続
の
課
題
な
ど
協
議

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議

　

会
議
は
午
後
二
時
に
開

会
。
英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
中
内
桂
郎
高
知
県
遺
族

会
会
長
が
開
催
県
を
代
表
し

て
挨
拶
。
続
い
て
来
賓
と
し

て
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
た
尾

﨑
正
直
高
知
県
知
事
、
森
田

英
二
県
議
会
議
長
か
ら
ご
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

尾
﨑
知
事
は
「
先
の
苛
烈

な
大
戦
か
ら
六
十
八
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
在

の
日
本
だ
が
、
ご
遺
族
の
皆

様
が
次
第
に
高
齢
化
し
て
い

る
中
で
、
こ
の
厳
し
い
体
験

を
後
世
に
如
何
に
つ
な
い
で

行
く
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。
私
は
全
国
で
二
番
目
に

若
い
知
事
で
す
が
、
昨
日
、

一
番
若
い
三
重
県
知
事
と
お

会
い
し
、『
若
手
の
知
事
だ
か

ら
こ
そ
、
私
共
も
遺
族
会
活

動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
八
月
十
五
日
の
全
国
戦

没
者
追
悼
式
に
出
席
し
、
戦

没
者
を
慰
霊
し
感
謝
の
誠
を

捧
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
』
と

話
し
ま
し
た
。
私
は
必
ず
参

列
さ
せ
て
い
た
だ
き
祈
り
を

捧
げ
て
い
ま
す
。
若
い
者
で

あ
る
か
ら
こ
そ
参
列
し
、
こ

の
姿
勢
を
更
に
若
い
人
た
ち

に
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ご
遺

族
の
方
々
が
如
何
に
苦
労
さ

れ
た
か
、
し
っ
か
り
と
伝
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
浮

か
れ
が
ち
な
世
の
中
だ
か
ら

こ
そ
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。

　

次
に
、
森
田
日
本
遺
族
会

副
会
長
が
「
遺
族
運
動
の
柱

は
英
霊
顕
彰
と
遺
族
処
遇
改

善
で
す
が
、
ご
遺
族
の
処
遇

は
何
時
か
は
終
わ
る
有
限
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
英
霊

顕
彰
は
未
来
永
劫
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
時
代

で
こ
の
遺
族
会
を
終
わ
ら
せ

て
は
な
ら
な
い
。
大
変
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
し
っ
か
り

と
後
継
者
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、

各
遺
族
会
の
一
層
の
努
力
を

要
請
し
た
。

　

次
い
で
、
今
夏
の
参
議
院

選
挙
で
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
遺
族
会
が
支
援
し
当
選
さ

れ
た
衛
藤
晟
一
参
議
院
議
員

（
総
理
補
佐
官
）
の
柴
原
秘

書
か
ら
お
礼
の
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
後
、
中
内
高
知
県
遺

族
会
会
長
が
議
長
に
就
任

し
、議
事
の
審
議
に
入
っ
た
。

　

先
ず
、
英
霊
顕
彰
並
び
に

処
遇
改
善
運
動
の
経
過
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
、
畔
上

日
本
遺
族
会
専
務
理
事
か
ら

情
勢
報
告
を
受
け
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
平
成
二
十
七
年

に
最
終
償
還
を
迎
え
る
特
別

弔
慰
金
に
つ
い
て
、
継
続
・

増
額
運
動
だ
け
で
は
な
く
、

①
墓
守
り
を
し
て
い
る
人
に

支
給
で
き
な
い
か
、
②
戦
没

者
と
一
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
た
者
と
い
う
支
給
条
件

を
緩
和
で
き
な
い
か
等
、
要

望
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
要
望
に
対
し
、
日
本

遺
族
会
か
ら
「
今
迄
で
も
特

別
弔
慰
金
の
継
続
の
度
に
随

分
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
昭

和
四
十
年
、
最
初
の
制
度
を

作
る
際
、
遺
族
会
は
祭
祀
料

と
い
う
形
で
支
給
し
て
ほ
し

い
と
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
内
閣
法

制
局
か
ら
“
国
が
祭
祀
料
を

出
す
の
は
憲
法
違
反
に
当
た

る
”
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
終
戦
二
十
周
年

と
い
う
節
目
の
年
に
、
国
が

遺
族
に
特
別
に
弔
意
を
表
す

た
め
に
支
給
す
る
特
別
弔
慰

金
支
給
法
と
し
て
制
定
さ
れ

た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
、

三
十
周
年
、
四
十
周
年
と
継

続
・
増
額
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
法
律
の
性
格
上
、
現
在

の
受
給
条
件
の
改
正
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
」
と
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　

次
に
、
各
県
か
ら
の
提
出

議
題
の
審
議
に
入
り
、「
組
織

の
拡
充
強
化
」、「
戦
没
者
の

孫
・
曾
孫
の
組
織
化
」、「
護

國
神
社
の
祭
事
に
係
わ
る
奉

賛
」、「
慰
霊
碑
・
忠
霊
塔
の

現
状
と
今
後
の
維
持
管
理
」

等
、
各
県
が
抱
え
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
報
告
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
来
年
度
開
催
県

を
島
根
県
に
決
定
し
午
後
五

時
、
会
議
を
終
了
し
た
。

　

翌
十
三
日
、
参
加
者
は
高

知
県
護
國
神
社
へ
正
式
参
拝

し
、
高
知
市
内
を
視
察
後
、

解
散
し
た
。

　
秋
の
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

遺
族
・
来
賓
多
数
参
列
の
も
と

ご
英
霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る

　

明
治
か
ら
先
の
大
戦
に
わ

た
り
尊
い
命
を
国
に
捧
げ
ら

れ
た
郷
土
出
身
戦
没
者
五
万

六
千
七
百
十
八
柱
の
御
霊
を

お
祀
り
し
て
い
る
岡
山
県
護

國
神
社
で
、
十
月
五
日
、
六

日
の
両
日
、
恒
例
の
秋
季
戦

没
者
慰
霊
行
事
が
執
り
行
わ

れ
た
。
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
は
あ
っ
た
が
、
県

下
各
地
か
ら
約
千
人
が
参

列
。
備
中
神
楽
、
華
道
及
び

書
道
展
、
吉
備
舞
、
陸
上
自

衛
隊
隊
員
に
よ
る
銃
剣
道
な

ど
奉
納
行
事
が
催
さ
れ
た
。

　

五
日
に
執
り
行
わ
れ
た
岡

山
県
戦
没
者
顕
彰
会
（
会

長
・
渡
辺
英
気
県
議
会
議

長
）
主
催
に
よ
る
県
戦
没
者

慰
霊
祭
に
は
、
伊
原
木
隆
太

岡
山
県
知
事
を
は
じ
め
、
国

会
議
員
、
県
議
会
議
員
ら
各

界
代
表
多
数
が
参
列
。
神
前

に
玉
串
を
捧
げ
、
国
難
に
殉

じ
た
郷
土
出
身
戦
没
者
の
御

霊
を
お
慰
め
し
、
平
和
希
求

を
お
誓
い
し
た
。
ま
た
、
翌

六
日
に
は
県
護
國
神
社
秋
季

例
大
祭
が
し
め
や
か
に
執
り

行
わ
れ
た
。

　

県
遺
族
連
盟
で
は
両
日
の

慰
霊
行
事
に
あ
わ
せ
て
護
國

神
社
御
創
立
百
四
十
年
記
念

事
業
の
奉
賛
募
金
活
動
や
慰
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霊
巡
拝
・
遺
骨
収
集
写
真
展

を
行
う
と
共
に
、
県
下
各
遺

族
会
の
女
性
部
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
千
羽
鶴
を
護
國
神
社

に
奉
納
し
た
。

　

両
日
の
早
朝
か
ら
参
拝
者

受
付
や
交
通
整
理
、
湯
茶
接

待
な
ど
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き

ま
し
た
地
元
交
対
協
及
び
防

犯
協
、
婦
人
会
、
ま
た
県
下

各
遺
族
会
会
員
の
皆
様
方
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
ご
列
席
を
賜
り
ま

し
た
各
界
代
表
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
ご
英
霊
の
慰

霊
顕
彰
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

両
日
の
慰
霊
行
事
に
参
列

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
界
代

表
の
方
々
は
次
の
と
お
り
。

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
老

人
福
祉
事
業
と
し
て
、
毎
年

九
月
の
「
敬
老
の
日
」
を
中

心
に
、
今
年
百
歳
（
大
正
二

年
生
ま
れ
）
に
な
ら
れ
た
ご

遺
族
に
記
念
品
を
贈
り
、
長

寿
を
お
祝
い
し
て
い
る
。

　

今
年
、
県
下
各
遺
族
会
か

ら
報
告
の
あ
っ
た
百
歳
ご
遺

族
（
報
告
漏
れ
の
百
歳
超
の

方
を
含
む
）
は
十
五
遺
族
会

二
十
三
人
で
、
九
月
十
七
日

か
ら
三
日
間
、
岸
本
理
事
長

を
は
じ
め
役
職
員
が
、
地
元

遺
族
会
役
職
員
と
共
に
ご
遺

族
の
自
宅
や
入
所
さ
れ
て
い

る
福
祉
施
設
を
訪
問
し
慶
祝

の
意
を
表
し
た
。
ま
た
、
一

人
暮
ら
し
の
妻
（
百
二
十
七

人
）
並
び
に
身
寄
り
の
な
い

父
母
（
三
人
）
の
皆
様
に
は
、

各
市
町
村
遺
族
会
を
通
じ
て

慰
問
品
を
贈
り
お
慰
め
し
た
。

　

今
年
、
め
で
た
く
百
歳
の

長
寿
を
達
成
さ
れ
た
ご
遺
族

は
次
の
皆
様
で
す
。
今
後
と

も
幾
久
し
く
お
元
気
で
お
暮

ら
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
。

＊
井
原
市
芳
井
町
川
相 

　

北
川
シ
ゲ
子
さ
ん
（
母
） 

　
　

明
治
45
年
７
月
22
日
生

＊
津
山
市
神
戸 

　

橋
本
は
な
よ
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
元
年
９
月
30
日
生

＊
美
作
市
川
北 

　

道
信
ス
エ
ノ
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
元
年
12
月
17
日
生

＊
新
見
市
哲
多
町
成
松 

　

赤
木　

琴
惠
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
１
月
３
日
生

＊
赤
磐
市
神
田 

　

塩
見　

君
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
１
月
20
日
生

＊
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尻
海 

　

森
景　

春
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
１
月
28
日
生

＊
津
山
市
材
木
町 

　

易　
　

年
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
２
月
７
日
生

＊
倉
敷
市
北
畝 

　

乙
須　

タ
エ
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
２
月
19
日
生

＊
倉
敷
市
玉
島
阿
賀
崎 

　

堀　
　
　

幾
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
３
月
15
日
生

＊
新
見
市
哲
西
町
矢
田 

　

寺
奥　

春
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
３
月
17
日
生

＊
倉
敷
市
徳
芳 

　

光
畑　

綾
美
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
３
月
20
日
生

　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

▼
岡
山
県
知
事 

　

伊
原
木
隆
太 

▼
岡
山
県
議
会
議
長 

　

渡
辺　

英
気 

▼
国
会
議
員 

　

逢
沢　

一
郎
（
代
理
）

　

平
沼　

赳
夫
（
代
理
）

　

加
藤　

勝
信
（
代
理
）

　

阿
部　

俊
子
（
代
理
）

　

橋
本　
　

岳
（
代
理
）

　

山
下　

貴
司

　

池
田　

道
孝
（
代
理
）

　

津
村　

啓
介
（
代
理
）

　

柚
木　

道
義
（
代
理
）

　

片
山
虎
之
助
（
代
理
）

　

石
井　

正
弘 

▼
岡
山
県
議
会
議
員 

　

古
山　

泰
生

　

岡
崎　
　

豊

　

小
田　

圭
一

　

岸
本　

清
美

　

蓮
岡　

靖
之

　

波
多　

洋
治

　

浅
野　
　

實 

▼
岡
山
県
町
村
会
会
長 

　

河
島　

建
一（

久
米
南
町
）

▼
市
町
村
長 

　

花
房　

昭
夫
（
奈
義
町
）

▼
市
町
村
議
会
議
長 

　

小
椋　

晶
志
（
鏡
野
町
）

　

岡
本　

良
一
（
勝
央
町
）

百歳の長寿達成ご遺族
県下15遺族会で23人

　

井
戸　

賢
一
（
奈
義
町
） 

▼
市
町
村
議
会
議
員 

　

松
島　

重
綱
（
岡
山
市
）

　

和
気　
　

健
（　

〃　

）

　

水
田　

喜
富
（
鏡
野
町
） 

▼
岡
山
県
神
社
庁
副
庁
長 

　

藤
山
知
之
進 

▼
岡
山
市
連
合
婦
人
会
副
会
長

　

小
松
原
洋
子 

▼
岡
山
県
偕
行
会
会
長 

　

鳴
海　
　

榮

＊
美
作
市
後
山 

　

広
畑
た
け
よ
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
３
月
25
日
生

＊
岡
山
市
東
区
松
新
町 

　

西
崎　

輝
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
４
月
12
日
生

＊
総
社
市
中
央 

　

中
村　

一
枝
さ
ん
（
母
） 

　
　

大
正
２
年
７
月
20
日
生

＊
倉
敷
市
中
庄
（
総
社
市
） 

　

大
木　

桂
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
８
月
12
日
生

＊
倉
敷
市
玉
島
柏
島 

　

浅
沼　

正
代
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
８
月
26
日
生

＊
総
社
市
小
寺 

　

高
杉
喜
和
女
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
９
月
１
日
生

＊
倉
敷
市
児
島
下
の
町 

　

片
山　

ま
さ
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
９
月
24
日
生

＊
久
米
郡
美
咲
町
錦
織 

　

黒
瀬　

光
子
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
９
月
24
日
生

＊
笠
岡
市
大
河 

　

塩
飽　

菊
代
さ
ん
（
母
） 

　
　

大
正
２
年
10
月
15
日
生

＊
岡
山
市
北
区
旭
本
町 

　

小
玉　
　

栄
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
11
月
10
日
生

＊
岡
山
市
南
区
内
尾 

　

佐
藤　
　

富
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
11
月
30
日
生

＊
岡
山
市
東
区
長
沼 

　

佐
藤　
　

瓢
さ
ん
（
妻
） 

　
　

大
正
２
年
12
月
15
日
生
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悩
み
事
・
遺
族
処
遇
の
こ
と
な
ど
︱

各
地
域
の
相
談
員
へ
お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

戦
没
者
遺
族
相
談
員
の
制

度
は
、
ご
遺
族
の
福
祉
向
上

を
目
的
に
昭
和
四
十
五
年
に

厚
生
大
臣
（
現
厚
生
労
働
大

臣
）
の
業
務
委
託
事
業
と
し

て
設
置
さ
れ
、
ご
遺
族
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
指
導
・
助

言
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
県
内
各
地
域
の
遺
族

相
談
員
三
十
名
が
改
選
さ

れ
、
十
月
一
日
か
ら
二
年
間

の
任
期
で
ご
遺
族
の
相
談
業

務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

遺
族
処
遇
改
善
な
ど
の
援

護
措
置
は
逐
次
改
正
さ
れ
て

お
り
、
県
遺
族
連
盟
で
は
そ

の
都
度
、
本
紙
や
役
員
会
等

で
お
知
ら
せ
し
広
報
に
務
め

て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
ご

遺
族
の
皆
様
に
周
知
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
遺
族

処
遇
改
善
の
情
報
、
更
に
は

生
活
上
の
悩
み
事
な
ど
に
つ

い
て
も
県
内
各
地
域
に
委
託

さ
れ
た
相
談
員
が
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

戦没者遺族相談員
任期：平成25年10月１日〜平成27年９月30日

担 当 区 域 氏　　　名 郵便番号 住　　　所 電話番号
県下全域 岸本　清美 708-1214 津山市上野田89 0868-29-1586
岡山市岡山 須々木壽志 701-2154 岡山市北区原980 086-228-2001
岡山市西大寺 坂根　弘子 704-8104 岡山市東区富崎258-2 086-942-3236
岡山市北 人見　信一 701-1144 岡山市北区栢谷1139-1 086-294-5340
岡山市南･岡山市灘崎 佐藤　喜義 701-0205 岡山市南区妹尾3928 086-281-1571
岡山市御津・岡山市建部 佐々木征治 709-2122 岡山市北区御津吉尾1327-1 0867-24-2066
岡山市上道・岡山市瀬戸 高橋　生人 709-0841 岡山市東区瀬戸町万富598-6 086-953-0093
倉敷市倉敷 難波　慶行 710-0804 倉敷市西阿知町新田448-1 086-465-4558
倉敷市倉敷 藤原　信子 710-0031 倉敷市有城268 086-429-1990
倉敷市児島 石原　育子 711-0904 倉敷市児島唐琴1-12-7 086-477-5246
倉敷市玉島・倉敷市真備 平田　晶三 713-8121 倉敷市玉島阿賀崎2-6-35 086-526-0083
津山市 大塚　邦久 709-3906 津山市加茂町小中原43-1 0868-42-2533
玉野市 近藤　紀男 706-0315 玉野市後閑224 0863-41-3479
笠岡市 秀平　良子 714-0021 笠岡市園井1855 0865-63-2238
井原市 田邉　隆則 714-2104 井原市芳井町花滝1014 0866-73-0290
総社市 服部　剛司 719-1101 総社市奥坂80 0866-99-9459
高梁市 大月　健一 716-0204 高梁市川上町領家1856 0866-48-3181
新見市 小豆澤　隆 719-3611 新見市神郷下神代1263-4 0867-92-6504
備前市 小長　琢幸 705-0014 備前市新庄376 0869-66-9498
瀬戸内市 高原　能夫 701-4222 瀬戸内市邑久町豊安321-6 0869-24-7215
赤磐市 岡本　忠司 701-2521 赤磐市黒本436-1 086-954-1236
真庭市･真庭郡新庄村 勘藤　光昭 717-0024 真庭市月田2184 0867-44-3449
美作市・英田郡西粟倉村 岡本美智夫 707-0023 美作市平福203-3 0868-72-3732
浅口市･浅口郡里庄町 大島　靖幸 719-0254 浅口市鴨方町六条院東1686-1 0865-44-5604
和気郡 角南　和弘 709-0451 和気郡和気町和気173-10 0869-92-0496
小田郡 日置　彰雄 714-1227 小田郡矢掛町小田368 0866-84-8919
苫田郡 池田　和雄 708-0361 苫田郡鏡野町上森原444 0868-54-1843
勝田郡 黒田　晴義 708-1314 勝田郡奈義町荒内西32-1 0868-36-3407
久米郡 米本　吉憲 708-1546 久米郡美咲町大戸下253-3 0868-62-0343
加賀郡 浮森　孝雄 709-2661 加賀郡吉備中央町豊岡下998 0867-35-0577

　
　
　
可
愛
い
妹
へ

                

海
軍
飛
行
兵
曹
長
　
三
　
上
　
春
　
治
　
命
　

                                            

昭
和
十
九
年
十
月
十
二
日
　
　

                                                    

台
湾
に
て
戦
死
　
　
　
　
　
　

                                          

島
根
県
邑
智
郡
口
羽
村
出
身
　

                                                        

二
十
二
歳
　
　
　
　
　
　
　
　

安
ち
ゃ
ん
、
懐
か
し
い
御
便
り
有
難
た
う
。

元
気
で
産
業
戦
士
と
し
て
踏
み
出
し
た
由
、
兄
さ
ん
は
心
か
ら
祝
福
し
て
や

る
。
元
来
勝
気
な
安
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
、
少
々
の
苦
し
い
事
辛
い
こ
と
位
、
我

慢
し
て
御
国
の
為
に
働
く
も
の
と
確
信
し
て
ゐ
る
。

同
封
の
金
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
が
、
兄
さ
ん
の
心
尽
し
の
御
祝
と
思
っ
て
受

取
っ
て
呉
れ
。
ど
ん
な
に
困
難
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
若
さ
と
意
気
で

押
通
す
。
く
よ
く
よ
考
へ
た
り
嫌
だ
と
終
始
思
っ
て
や
っ
て
ゐ
る
と
、
仕
事

に
負
け
て
し
ま
ふ
。
我
々
日
本
国
民
は
、
皇
国
（
す
め
ら
み
く
に
）
に
生
を

承
け
る
喜
び
と
誇
り
を
持
っ
て
、
喜
ん
で
難
事
に
当
た
っ
て
行
け
。
環
境
が

変
っ
て
窮
屈
な
こ
と
、
や
り
に
く
い
こ
と
、
又
、
急
に
親
の
下
（
も
と
）
を

離
れ
て
淋
み
し
い
心
等
、
邪
魔
す
る
目
に
見
へ
な
い
敵
は
あ
る
け
れ
ど
、
安

ち
ゃ
ん
も
三
上
家
の
子
だ
。
兄
さ
ん
達
三
人
共
、
立
派
に
軍
人
と
し
て
御
奉

公
し
て
ゐ
る
の
だ
。

女
で
も
兄
達
に
、
な
に
負
け
る
も
の
か
と
云
ふ
旺
盛
な
る
負
け
じ
魂
で
掛
っ

て
行
け
。

日
本
人
で
あ
る
以
上
決
し
て
忘
れ
て
い
け
な
い
大
君
の
御
恩
、
そ
し
て
父
母

の
恩
、
い
く
ら
忙
し
く
と
も
年
老
い
て
ゐ
る
父
母
は
、
口
羽
の
土
地
か
ら
常

に
安
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
心
配
し
て
居
ら
れ
る
と
謂
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
余
暇

を
利
用
し
て
家
に
便
り
を
出
せ
。（
中
略
）

戦
野
の
兄
二
人
は
、
元
気
で
居
ら
れ
る
か
ら
安
心
し
て
や
れ
。
兄
さ
ん
も
、

今
で
は
可
愛
い
雛
鷲
の
教
育
で
忙
し
い
が
、
至
極
元
気
だ
。

呉
々
も
注
意
す
る
が
、
自
分
の
体
を
傷
つ
け
た
ら
、
之
は
大
き
な
国
家
へ
の

不
忠
だ
か
ら
、
充
分
気
を
つ
け
て
作
業
に
当
れ
。
仕
事
に
や
う
や
く
馴
れ
る

時
、
心
に
大
き
な
隙
（
す
き
）
が
出
来
る
。
大
い
に
自
重
し
て
や
れ
。

末
筆
だ
が
安
ち
ゃ
ん
の
健
斗
を
祈
る
。

可
愛
い
妹
へ

                                    

三
重
県
鈴
鹿
海
軍
航
空
隊
　

                                    

第
十
二
分
隊
教
員
室
　
兄
よ
り
　

　                        【
平
成
二
十
五
年
十
月
靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】



父の遺影を胸に慰霊祭に臨んだ田辺さん
（２月17日：日本軍戦没者慰霊碑）

（五）
平成25年
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浅
口
郡
里
庄
町

　

田　

辺　

博　

樹　

　

お
父
さ
ん
。
私
た
ち
の
大

切
な
大
切
な
あ
な
た
は
、
昭

和
十
九
年
五
月
二
十
七
日
、

こ
こ
イ
ン
パ
ー
ル
南
郊
の
ナ

ン
カ
ロ
ー
ワ
イ
で
の
理
不
尽

な
攻
撃
命
令
に
よ
り
突
撃
、

胸
部
貫
通
銃
創
を
受
け
て
文

字
通
り
血
ま
み
れ
の
凄
惨
な

最
期
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
志
さ
ん
を
は
じ
め
非
常

に
熱
心
な
方
々
の
手
に
よ
り

我
が
岩
崎
大
隊
の
詳
細
な
大

隊
誌
が
二
冊
も
刊
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
父
さ
ん

「
父
、田
辺
清
夫
と

　
岩
崎
大
隊
の
皆
様
へ
」

の
戦
没
地
は
公
式
に
は
ボ
ッ

サ
ム
バ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
戦
友
の
方
々
に
調
査
い

た
だ
い
た
ナ
ン
カ
ロ
ー
ワ
イ

で
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

戦
地
で
編
成
さ
れ
た
所
謂

お
客
さ
ん
部
隊
で
あ
っ
た
岩

崎
大
隊
は
、
常
に
最
前
線
の

突
撃
隊
と
し
て
使
わ
れ
、
そ

の
度
、
ほ
ぼ
全
滅
に
近
い
死

傷
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
大

隊
史
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
終
了
時
に
は
七
百
五

十
名
中
、
無
傷
は
僅
か
十
三

名
と
い
う
悲
惨
な
状
態
だ
っ

た
と
の
こ
と
。

　

敵
陣
地
の
堅
固
さ
と
火
器

の
余
り
の
違
い
を
上
申
す
る

と
、「
岡
山
の
部
隊
は
腰
抜
け

か
！
」
と
罵
ら
れ
、
ほ
ぼ
弾

の
飛
ん
で
こ
な
い
安
全
地
帯

か
ら
上
層
部
の
指
揮
官
た
ち

は
突
撃
命
令
を
繰
り
返
し
た

の
で
す
。
正
に
虫
け
ら
同
然

の
扱
い
で
す
。
何
回
目
か
の

攻
撃
で
遂
に
お
父
さ
ん
も
被

弾
、
還
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
は
、
ひ
た
す
ら
無
謀

な
攻
撃
命
令
で
し
た
が
、
兵

隊
で
あ
れ
は
敵
前
逃
亡
は
銃

殺
刑
で
す
、
補
給
の
な
い
飢

餓
状
態
の
中
、
彼
の
強
硬
命

令
に
従
い
突
撃
さ
せ
ら
れ
戦

死
さ
れ
た
方
、
そ
し
て
戦
病

死
さ
れ
た
方
々
を
思
う
と
無

念
や
る
方
な
い
思
い
で
あ
り

ま
す
。

　

然
る
に
戦
後
、
は
っ
き
り

と
し
た
責
任
追
求
は
今
だ
に

な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
で
果
た
し
て
英
霊
た
ち
の

魂
は
救
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
か
。
戦
後
七
十
年
近

く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
父
を
失
っ
た
遺
児
の
皆

様
と
共
に
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦

の
検
証
を
と
念
ず
る
者
で
あ

り
ま
す
。
岡
山
県
出
身
の
彫

刻
家
・
平
櫛
田
中
が
言
わ
れ

た
「
今
や
ら
ね
ば
何
時
い
つ

で
き
る
。
わ
し
が
や
ら
ね
ば

誰
が
や
る
」
の
気
持
で
遺
児

の
皆
様
と
一
緒
に
再
検
証
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
お
父
さ
ん
ら
の
魂
は

浮
か
ば
れ
ま
せ
ん
。
お
父
さ

ん
た
ち
の
死
は
一
体
何
だ
っ

た
の
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
誰

か
ら
も
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
。
お
父
さ
ん
の

血
を
吸
っ
た
こ
の
土
を
、
イ

ン
パ
ー
ル
の
地
に
迷
う
お
父

さ
ん
の
魂
と
し
て
故
郷
へ
連

れ
て
帰
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

こ
の
小
さ
な
瓶
に
お
入
り
下

さ
い
。
今
か
ら
八
年
前
、
あ

な
た
と
月
も
日
も
全
く
同
じ

の
五
月
二
十
七
日
に
お
母
さ

ん
も
亡
く
な
り
ま
し
た
。
寂

し
く
な
り
ま
し
た
が
、
あ
な

た
の
建
て
た
あ
の
家
は
今
で

も
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま

す
。
今
か
ら
故
郷
へ
帰
り
ま

し
ょ
う
。
歯
の
二
本
生
え
か

け
た
私
を
抱
い
た
あ
の
日
の

よ
う
に
、
私
も
し
っ
か
り
と

あ
な
た
を
抱
い
て
帰
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
重
い「
う
ら
み
、

つ
ら
み
」
を
私
の
背
中
に
お

ぶ
っ
て
帰
り
ま
す
。
い
い
で

す
か
。
よ
い
し
ょ
お
ー
。

　

平
成
25
年
２
月
17
日

　

歩
兵
第
百
五
十
四
連
隊
第

二
大
隊
（
岩
崎
大
隊
）
第
五

中
隊
・
田
辺
清
夫
の
遺
児

︱
あ
と
が
き

　

イ
ン
パ
ー
ル
は
高
度
八
百

メ
ー
ト
ル
の
高
原
ら
し
く
、

乾
期
は
そ
れ
ほ
ど
暑
く
も
な

く
爽
や
か
で
、
ブ
レ
ザ
ー
と

ネ
ク
タ
イ
を
着
用
し
て
も
汗

を
か
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ロ
ト
パ
チ
ン

の
日
本
軍
戦
没
者
慰
霊
碑
は

イ
ン
パ
ー
ル
の
南
郊
約
二
十

㎞
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
父
の
戦
没
地
で
あ
る
ナ

ン
カ
ロ
ー
ワ
イ
は
、
こ
こ
か

ら
南
十
五
㎞
に
あ
る
と
近
辺

警
護
の
兵
士
が
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
団
体
行
動
で
次
の

航
空
便
の
都
合
も
あ
り
、
そ

こ
ま
で
は
行
く
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
五
月
の
後

半
は
雨
期
に
な
り
ま
す
が
、

父
の
命
日
に
あ
わ
せ
て
ナ
ン

カ
ロ
ー
ワ
イ
を
訪
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

津
山
市
山
北

　

小　

島　

一　

三　

　

お
父
さ
ん
が
戦
死
し
て
七

十
年
。
や
っ
と
激
戦
の
地
ア

ッ
ツ
島
に
来
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
日
本
遺
族
会
の
計

ら
い
で
墓
参
が
叶
い
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
国
の
た
め
と
は
い
え
、

極
寒
の
ア
ッ
ツ
島
で
命
を
投

げ
出
し
て
戦
っ
た
お
父
さ
ん

を
は
じ
め
戦
友
の
皆
様
、
さ

ぞ
か
し
無
念
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。お
父
さ
ん
亡
き
後
、

母
は
小
学
校
五
年
生
の
私
を

頭
に
五
人
の
子
供
を
育
て
あ

げ
、
平
成
二
十
二
年
九
月
九

日
、
九
十
九
歳
の
天
寿
を
全

う
し
ま
し
た
。
存
命
中
に
こ

の
地
に
お
参
り
出
来
ず
本
当

に
残
念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
は
天
国
で
お
父
さ
ん
と
再

会
し
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
が
小

学
校
の
三
年
生
の
時
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
休
暇
で
帰
省

し
た
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
過

ご
し
ま
し
た
が
、
お
父
さ
ん

が
隊
へ
帰
る
際
、
私
は
弟
と

裏
の
吉
井
川
で
魚
釣
り
を
し

て
い
て
見
送
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、

お
父
さ
ん
と
の
今
生
の
別
れ

に
な
る
な
ん
て
夢
に
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
変

な
親
不
孝
を
し
た
と
後
悔
し

て
い
ま
す
。
幼
い
子
供
五
人

を
残
し
て
戦
場
に
赴
い
た
お

父
さ
ん
の
胸
中
、
察
す
る
に

余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

“
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
長
と

見
捨
て
た
大
本
営
”
と
い
う

記
録
を
読
み
ま
し
た
。
守
備

隊
の
山
崎
隊
長
が
増
援
を
要

請
し
た
と
こ
ろ
、
大
本
営
は

ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
を
見
捨
て

る
こ
と
を
決
定
し
て
援
軍
も

補
給
も
送
ら
ず
、“
守
備
隊
か

ら
は
何
の
要
求
も
無
か
っ

た
”と
偽
り
の
発
表
を
行
い
、

“
最
後
に
至
ら
ば
潔
く
玉
砕

し
、
皇
国
軍
人
精
神
の
成
果

を
発
揮
す
る
こ
と
を
望
む
”

と
玉
砕
命
令
を
出
し
て
い
ま

す
。命
令
を
受
け
た
隊
長
は
、

怪
我
を
負
い
歩
け
な
い
者
に

自
決
を
命
じ
た
と
あ
り
ま

す
。
何
と
も
納
得
で
き
な
い

話
で
す
。

　

遺
族
会
は
国
に
対
し
て
戦

没
者
の
慰
霊
顕
彰
や
遺
族
の

処
遇
改
善
で
い
ろ
い
ろ
と
折

衝
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
七

十
年
も
の
間
、
こ
の
異
郷
の

島
に
眠
ら
れ
て
い
る
英
霊
の

ご
遺
骨
を
一
刻
も
早
く
故
郷

へ
お
帰
り
い
た
だ
く
こ
と
が

最
優
先
で
す
。
私
た
ち
遺
族

が
強
く
望
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
を
国
は
肝
に
銘
じ
、
最

善
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

戦
争
で
散
華
さ
れ
た
方
々

の
お
陰
で
今
日
の
日
本
が
あ

り
ま
す
。
二
度
と
こ
の
よ
う

な
戦
い
は
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
御
霊
の
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
８
月
31
日

　
　
　

小
島
忠
義
の
遺
児玉砕の島・アッツ島での慰霊祭に臨んだ小島さん

（８月31日）

　
ア
ッ
ツ
島
慰
霊
友
好
親
善
訪
問
団

追
悼
の
こ
と
ば
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平
成
二
十
五
年
九
月
行
事
表

１
日　

津
山
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

８
日　

総
社
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

９
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
準
備
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

12
日　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議
（
高
知
県
）
一
泊

13
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議
（
邑
久
町
中
央
公
民
館
）

16
日　

�「
敬
老
の
日
」
県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
一
人
暮
ら
し
の
父
母
・
妻

慰
問
（
県
下
）

17
日　

県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
百
歳
ご
遺
族
お
祝
（
県
下
）
三
日
間

19
日　

赤
磐
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

20
日　

高
梁
市
成
羽
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

24
日　

旧
岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
津
高･

旧
陸
軍
墓
地
）

25
日　

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式
（
玉
野
市
総
合
体
育
館
）

　
　
　

高
梁
市
川
面
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

県
連
盟
第
二
回
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）

　
　
　

岡
山
市
藤
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
藤
田
神
社
忠
魂
碑
）

平
成
二
十
五
年
十
月
行
事
表

１
日　

笠
岡
市
笠
岡
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
吉
祥
院
）

５
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

７
日　

岡
山
市
上
道
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
上
道
公
民
館
）

８
日　

岡
山
県
ビ
ル
マ
会
秋
季
大
祭
（
岡
山
市
・
蓮
昌
寺
）

10
日　

新
見
市
神
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

日
遺
支
部
事
務
局
職
員
研
修
会
（
石
川
県
）
一
泊

11
日　

倉
敷
市
戦
没
者
追
悼
式
（
倉
敷
市
民
会
館
）

　
　
　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
総
合
体
育
館
）

15
日　

新
見
市
草
間
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

17
日　

靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
靖
國
神
社
）
20
日
ま
で

18
日　

笠
岡
市
陶
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

新
見
市
菅
生
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
菅
生
遺
族
会
館
）

21
日　

新
見
市
哲
西
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

赤
磐
市
戦
没
者
遺
族
大
会
（
赤
磐
市
立
中
央
公
民
館
）

　
　
　

笠
岡
市
大
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
大
井
公
民
館
）

　
　
　

笠
岡
市
新
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
新
山
公
民
館
）

　
　
　

笠
岡
市
真
鍋
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
円
福
寺
）

　
　
　

浅
口
郡
里
庄
町
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

戦
没
者
遺
族
相
談
員
研
修
会
（
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
）

　
　
　

新
見
市
熊
谷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

遺
族
会
の
動
き

倉
敷
市
水
島
北
瑞
穂
町

　

藤　

本　

洋　

子　

　

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

︱
慰
霊
友
好
親
善
訪
問
の
旅

は
、そ
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

団
員
ら
十
二
人
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
ル
チ
キ
、
ロ
カ
シ
ェ

フ
カ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ピ

ラ
カ
ン
、
チ
ェ
プ
ロ
ー
ゼ
、

ク
リ
ド
ー
ル
、
イ
ズ
ベ
ス
ト

コ
ー
ワ
ヤ
を
巡
る
亡
き
父
の

墓
参
。
目
的
地
が
直
ぐ
分
か

る
場
所
も
あ
れ
ば
、
現
地
の

人
に
尋
ね
な
が
ら
探
す
こ
と

も
あ
り
、
広
い
シ
ベ
リ
ア
の

荒
野
を
不
安
と
期
待
を
胸
に

巡
る
八
泊
九
日
の
旅
で
し
た
。

　

限
ら
れ
た
日
程
の
中
、
父

の
亡
く
な
っ
た
テ
ル
マ
ま
で

は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ク
リ
ド
ー
ル
の
丘
か
ら
テ
ル

マ
の
地
に
向
か
っ
て
慰
霊
祭

を
執
り
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
慰
霊
祭
後
、
団
員
の

皆
さ
ん
は
胸
の
奥
に
つ
ま
っ

て
い
た
も
の
が
晴
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
も

同
感
で
す
。
私
の
思
い
は
父

に
十
分
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
全
く
面
識
の
な

い
者
同
士
で
し
た
が
、
戦
没

者
の
遺
児
と
い
う
只
一
つ
の

接
点
か
ら
直
ぐ
に
兄
弟
姉
妹

の
よ
う
に
親
し
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
緒
に
父
の

墓
参
が
で
き
た
感
激
は
口
で

は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。

　

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
全
国
の
遺
児
の
皆
さ
ん

も
是
非
、
父
の
戦
没
地
へ
お

墓
参
り
を
し
て
下
さ
い
。

岡
山
市
津
高
遺
族
会

　

久　

山　

泰　

一　

　

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸

祭
前
の
九
月
二
十
一
日
午

前
、
津
高
遺
族
会
の
恒
例
事

業
で
あ
る
墓
地
清
掃
を
会
員

二
十
九
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
残
暑
厳
し
く
全
身

汗
び
っ
し
ょ
り
。
参
道
の
除

草
や
生
垣
の
剪
定
、
木
々
の

伐
採
な
ど
蚊
に
悩
み
な
が
ら

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
の
夏
、
陸
上
自
衛
隊
三

旧
ソ
連
地
域
慰
霊
友
好

　
親
善
訪
問
に
参
加
し
て

軒
屋
駐
屯
地
の
方
々
に
墓
地

の
清
掃
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
回
は
何
時
も
よ

り
早
く
作
業
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
の

皆
様
方
の
お
心
遣
い
に
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
当
日
、
遠
方
か
ら
お

墓
参
り
に
来
ら
れ
た
ご
遺
族

か
ら
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
五
百
二
十
七
柱
の
御
霊

の
冥
福
を
お
祈
り
し
な
が

ら
、
皆
、
心
洗
わ
れ
る
気
持

ち
で
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

清掃に汗を流された岡山市津高遺族会の皆さん
（９月21日：岡山陸軍墓地）

秋
の
岡
山
陸
軍
墓
地
清
掃

24
日　

新
見
市
哲
多
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
哲
多
総
合
Ｃ
）

25
日　

新
見
市
大
佐
地
区
戦
没
者
追
悼
式
（
お
お
さ
総
合
Ｃ
）

　
　
　

久
米
郡
美
咲
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

26
日　

総
社
市
戦
没
者
追
悼
式
（
総
社
市
民
会
館
）

　
　
　

新
見
市
石
蟹
郷
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

新
見
市
新
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

笠
岡
市
今
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

29
日　

英
田
郡
西
粟
倉
村
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

30
日　

笠
岡
市
北
川
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

笠
岡
市
城
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

31
日　

�

県
連
盟
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
（
沖
縄
県
）
二
泊

　
　
　

真
庭
市
蒜
山
支
部（
三
ヶ
村
）戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
県
護
國
神
社
）

平
成
二
十
五
年
十
一
月
行
事
表

３
日　

笠
岡
市
神
外
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
神
外
忠
魂
碑
）

６
日　

県
連
盟
常
任
理
事
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

７
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

８
日　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
）

10
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
役
員
研
修
旅
行
（
京
都
府
方
面
）

　
　
　

津
山
市
高
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
高
田
神
社
）

11
日　

笠
岡
市
大
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
寄
島
町
・
龍
城
院
）

12
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
兵
庫
県
方
面
）

14
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

16
日　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

　
　
　

美
作
市
戦
没
者
追
悼
式
（
美
作
文
化
Ｃ
）

17
日　

笠
岡
市
白
石
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
白
石
忠
魂
碑
）

18
日　

日
遺
女
性
部
研
修
会
（
東
京
都
内
）
一
泊

20
日　

笠
岡
市
神
内
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

28
日　

県
連
盟
女
性
部
第
一
回
研
修
会
（
広
島
県
方
面
）

30
日　

県
連
盟
第
三
回
財
政
問
題
特
別
委
員
会
（
県
連
盟
会
議
室
）

平
成
二
十
五
年
十
二
月
行
事
表

19
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
・
国
会
陳
情
（
自
由
民
主
会
館
）

　

各
遺
族
会
で
は
定
期
的
な
会
合
や
色
々
な

催
し
を
行
わ
れ
て
い
る
と
存
じ
ま
す
が
、
催
し

の
こ
と
や
皆
様
の
声
を
記
事
に
ま
と
め
て
ご

投
稿
下
さ
い
。
本
紙
に
掲
載
し
広
く
会
員
の
皆

様
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
写
真
が

あ
れ
ば
、
あ
わ
せ
て
送
付
願
い
ま
す
）

　

ま
た
、
短
歌
、
詩
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
を
お

詠
み
に
な
る
方
は
是
非
、
傑
作
を
お
寄
せ
下
さ

い
。

編
集
者　


